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	報 告 者 氏 名
	辻　明子」

	大 会 名
	World Sailing Championship 2012

	開 催 地
	DOMINICAN REPUBLIC

	大 会 期 間
	7月１５日〜7月２５日


	開催地域の様子
	大変立派なクラブで設備も充実していましたが、周辺の治安が悪く、クラブの外にはほとんど出られない

状況でした。そのため、ホテルやスーパーへ大会側が用意してくれたバスを使用しました。

	宿泊場所
	空港から車で15分ほどの場所にあり、送迎のための専用バスを用意していただきました。

選手と同じホテルだったので、選手と行動を共にすることができました。会場とスーパーに定期的にバスが出ていたので、便利でした。治安の悪い地域でしたが、ホテル内は安全が確保されていました。

	大会のサポーターへの対応は
	国代表の方とほぼ同等の対応だったので、選手と共に行動できました。

	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	日本と違う環境にもっと緊張するかと思っていましたが、意外とリラックスしていているように見えました。

炎天下での待ち時間や激しいスコールにも体調を崩すことなく、最後まで全力で戦えたと思います。

	サポーターとして気をつけたことは？
	選手たちが万全の体調でレースに臨めるよう、陸上や海上での水分補給、栄養補給用の食品の準備を

しました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	今回上位をさらったシンガポールの選手たちはみんな小さい子ばかりでした。色々な話を聞くと練習環境が整っているようです。

	日本の選手を見て感じたことは？

	レースに臨む姿勢は海外の選手にひけをとらないと思います。

英語が喋れないのが多少のハンデですが、言葉が通じないなりにコミュニケーションをとっていたと思います。

	Spare dayの過ごし方は？
	レースが滞っていたのでスペアデーはありませんでしたが、チームレースの時に一日時間がとれたので、市内観光に行きました。中華街で食事をしたのはホテルの食事に飽きていた選手にとって、良かったと

思います。

	日本チームとして
の課題はありましたか
	チームで集まって練習する機会を増やした方がいいと思います。今回ワールドチームで１回合宿をしましたが、とてもよい練習ができました。

海外の選手の話を聞くと、日頃から早い子たちを集めて練習しているようです。

	ＪＯＤＡへの要望
	貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

